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１月２７日・２８日に愛媛県

県民文化会館で、第８回全国手

をつなぐ育成会連合会全国大

会・愛媛大会が４年ぶりに参集

式で開催されました。 

大会初日の育成会大会では３

つの分科会が設けられ、第１分

科会では幼少期・学童期・青年

期の課題について、第２分科会

は壮年期・高齢期の課題につい 

て、第３分科会は障がい者理解・啓発と防災の課題

についての討議がありました。また、本人大会の

「すまいる大会」では話し合いを中心とした２つの

分科会が設けられ、「おやなきあと」と「せいかつ」

をテーマに各地から集まった本人たちの意見交換が

ありました。この他には軽スポーツを中心とした

「エンジョイスポーツ」と、観光地巡りの「思い出

観光」もありました。 

大会２日目には全体会があり、式典と記念講演が

ありました。今月号では全体会と本人大会の報告を、

来月号では分科会の報告を掲載していきます。 

 

 

 

 

大会２日目は愛媛県県民文化会館の大ホールで全

体会が行われました。 

大会式典では、昨年６月に久保前会長の後を引き

継いだ佐々木会長から開会の挨拶があり、その中で

は年始早々にあった能登半島地震の被害に遭われた

育成会会員に対して全国各地の会員でサポートして

い 

 

 

いくことや、令和６年４月の３年後の制度見直しと

報酬改定に対して、全国からの声を集めて請願活動

をしていることに触れられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       【式典／愛媛県県民文化会館大ホール】 

式典の後には、愛媛県西条市出身のテノール歌手

である秋川雅史氏より、「夢のある人生」をテーマに

記念講演がありました。 

 講演の中では、テノール歌手になることを目標に

掲げた学生時代からの生い立ちや、テノール歌手と

なり世間に知ってもらうためには紅白歌合戦に出場

することを夢に掲げたこと、紅白歌合戦に出場する

目標を達成した後に燃え尽きた感もあったが、次の

さらなる夢として、オペラの舞台に立つことや趣味

の木彫刻で二科展に入選することを公言し続け、成

し遂げてきたので、夢を持つことは大切だという内

容でした。 

 秋川氏がこれまで大事にしてきたことは、夢を持

った時には公言し続け、夢を叶えてきたということ

です。この講演を聞き、夢というものは叶えられな

いようなものと感じがちだが、公言することで夢が

目標へと変わり、さらには自身の想いも入り、目標

に向かって自ずと進んでいくように感じました。 

 次回大会は、紅葉シーズンの１０月１２日・１３

日に秋田県で開催されます。秋田県育成会の田中会

長からは、多くの会員の皆さまのご参加をお待ちし

ているというご挨拶で、大会が締めくくられました。 

大阪市手をつなぐ育成会 法人理念 

障がいのある人が 安心して 心豊かに すごせるように 

第８回 全国手をつなぐ育成会連合会 全国大会 

愛媛大会が開催されました 

             

 

全体会の報告について 

            事務局長  飯塚 聡 


